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令和７年度第１回柏市地域包括支援センター運営協議会会議録  

 

１  開催日時  

  令和７年７月１７日（木）午後１時３０分から２時３５分まで  

２  開催場所  

  柏地域医療連携センター  研修室（ハイブリット形式）  

３  出席者  

 (1）委員  

 石山 委 員 （会 長 ） ，織 田 委 員， 小 山 委員 ， 武 市委 員 ， 齊藤 委 員 ，

髙橋委員，山本委員 , 工藤委員，中䑓委員，石田委員  

 (2）市  

 𠮷 田 健 康 医 療 部 理 事 ， 梅 澤 健 康 医 療 部次 長 兼 健 康 増 進 課長 ， 岡

村 健康 医 療 部 次 長 兼 地域 医 療 推 進 課 長 ，宗 得 健 康 政 策 課 長， 島 澤

高齢者支援課長  

 (3）事務局（地域包括支援課）  

   小 出課 長 ， 宮島 専 門 監， 小 笠 原統 括 リ ーダ ー ， 阿部 統 括 リー ダ

ー ， 長 谷 部 副 主 幹 ， 山 崎 副 主 幹 ， 渡 辺 主 査 ， 北 村 主 査 ， 岡 田 主 査 ，

渡邉主事，藤川主事，芳村主事，上野主事補  

 (4）地域包括支援センター  

 山 本 柏 北 部 地 域 包 括支 援 セ ン タ ー 長 ， 志 田 柏 北 部 第 ２ 地域 包 括

支 援セ ン タ ー 長 ， 大 島 北 柏 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 長 ， 菅 野 北 柏 第

２ 地域 包 括 支援 セ ン ター 長 ， 笠 原 柏 西 口 地 域 包 括支 援 セ ンタ ー 長 ，

南 良 柏 西 口 第 ２ 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 長 ， 村 本 柏 東 口 地 域包 括 支

援 セン タ ー 長 ， 志 摩 柏東 口 第 ２ 地 域 包 括支 援 セ ン タ ー 長 ， 神 津 光

ケ 丘地 域 包 括 支 援 セ ンタ ー 長 ， 宮 原 柏 南部 地 域 包 括 支 援 セン タ ー

長，中村柏南部第２地域包括支援センター長  

４  議題  

(1) 令和６年度柏市地域包括支援センター事業実績について  

(2) 令和６年度柏市地域包括支援センター事業評価について  

(3) 令和７年度地域包括支援センター事業計画について  

(4) 令和７年度地域ケア推進会議について  

５  議事  

(1) 令和６年度柏市地域包括支援センター事業実績について  
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   事 務局 よ り 資料 １ に 沿っ て 報 告 し た 後 ， 質 疑 応 答 等 を 行 った 。

主な内容は次のとおり  

  ＜質疑応答＞  

  【中䑓委員】  

 急激 に 高 齢 者 が 増 加 す る な か で ， 民 生委 員 の み で 見 守 り等 を 行

う こと は 困 難 で あ る ため ， 地 域 全 体 で の見 守 り ， 支 え あ い が 必 要

であると考える。  

  【石山会長】  

 民生 委 員 に 限 ら ず 地域 全 体 で の 見 守 りの 必 要 性 に つ い て、 御 意

見をいただいた。  

  【齊藤委員】  

 ケア プ ラ ン作 成 の 一 部 委 託 の割 合 が 減少 し て いる こ と につ い て ，

大 きな 原 因 は 報 酬 が 少な い こ と だ と 思 われ る 。 ま た ， 一 部委 託 を

受 けた と し て も ケ ア プラ ン の 実 績 書 類 の提 出 先 が セ ン タ ーで あ る

た め， 複 数 セ ン タ ー から 委 託 を 受 け て いる 事 業 所 に と っ て 書 類 を

届 けに 行 く こ と は 大 変な 手 間 で あ る 。 今年 度 か ら ， 地 域 包括 支 援

課 に 実 績 書 類 を 持 っ てい く こ とで 各 地 域包 括 支 援セ ン タ ー （ 以 下 ，

セ ンタ ー ） に 配 付 す るシ ス テ ム が 導 入 さ れ た こ と で ， 各 セン タ ー

に 届け る 手 間 が 解 消 され た 。 今 後 ， ケ アプ ラ ン デ ー タ 連 携シ ス テ

ム 等 を 利 用 し て 各 セ ンタ ー と 常 時 や り 取り が 可 能 に な れ ば 一 部 委

託の件数も増えるのではないかと考える。  

  【石山会長】  

 ケア プ ラ ン 作 成 を 受託 す る こ と の 難 しさ 及 び 工 夫 の 余 地に つ い

て、御意見をいただいた。  

 ＜決定事項＞  

 事務 局 か らの 報 告 内容 に て ， 令 和 ６ 年度 柏 市 地域 包 括 支援 セ ン タ

ー事業実績として承認を得た。  

(2) 令和６年度柏市地域包括支援センター事業評価について  

   事 務局 よ り 資料 ２ に 沿っ て 説 明し た 後 ，質 疑 応 答等 を 行 った 。

主な内容は次のとおり  

 ＜質疑応答＞  

 【石山会長意見】  

 議題 １ で 中 䑓 委 員 から 御 指 摘 の あ っ た 地 域 見 守 り 体 制 のあ り 方



 

3 

 

に つい て 、 地 域 ケ ア 会議 な ど を 通 じ て 地域 課 題 を 共 有 し 検討 し て

い る と い う 報 告 が あ り ， そ の 実 効 性 に つい て は 今 後 の 課 題と 考 え

られる。  

  ＜決定事項＞  

事 務 局 か ら の 報 告 内 容 に て ， 令 和 ６ 年 度 柏 市 地 域 包 括 支 援 セ ン

ター事業評価として承認を得た。  

(3) 令和７年度柏市地域包括支援センター事業計画について  

   事 務局 及 び 各地 域 包 括支 援 セ ンタ ー よ り資 料 ３ に沿 っ て 説明 し

た後，質疑応答等を行った。主な内容は次のとおり  

  ＜質疑応答＞  

  【石田委員】  

 現状 ， 市 民 は 困 り ごと に 直 面 し な い と ， こ う し た 取 組 を知 る 機

会 がな い 。 多 世 代 へ の さ ら な る 周 知 が 必要 で は な い か 。 高齢 者 の

閉 じこ も り や 孤 立 に 対し て は ， 地 域 で の見 守 り や 早 期 対 応が 重 要

であり，こうした取組の周知が必要である。  

【石山会長】  

 ２ 点 御 意 見 を い た だい た 。 １ 点 目 は 社会 資 源 の 周 知 の 不十 分 さ

に つい て ， 今 後 も 課 題 と な る た め ， 多 世代 に 対 す る 周 知 を 引 き 続

き 依頼 し た い 。 ２ 点 目 は 高 齢 者 の 孤 立 につ い て ， 早 期 に 対応 し て

い く必 要 が あ る 。 地 域に よ っ て は 、 後 期高 齢 者 の 増 加 や 、 利 用 し

て いた 活 動 の 場 が 閉 鎖さ れ て い く と い う状 況 も あ っ た よ う だ 。 こ

れ まで と は 違 う 形 で の地 域 の 見 守 り や 活 動 を ど の よ う に サポ ー ト

し てい く の か と い う 視点 を 持 つ よ う に 国か ら も 示 さ れ て いる 。 ２

０ ４０ 年 以 降 も 、 地 域特 性 に 応 じ て ど う地 域 を 支 え る か とい う 視

点を持つことが重要である。  

【工藤委員】  

 ２点質問したい。  

 １点 目 は ， 現 役 世 代へ の セ ン タ ー の アピ ー ル に つ い て どの よ う

に 考え て い る か 。 限 られ た 時 間 と 限 ら れた 人 員 の 中 で 課 題が 山 積

し 問題 が 深 刻 化 し な い よ う に す る こ と が キ ー ワ ー ド だ と 考 え て い

る 。 例 え ば 自 身 の 親 につ い て の 相 談 を 子ど も か ら 受 け る とい う シ

ステムについて市やセンターとして，どのように考えているか。  

 ２点 目 は ， ま だ セ ンタ ー の 存 在 を 知 らな い 方 が 大 勢 い るた め ，
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Ｓ ＮＳ の 利 用 や ホ ー ムペ ー ジ の 充 実 等 ，Ｐ Ｒ の 方 法 に つ いて ど の

ようにお考えか。  

【事務局】  

 １ 点 目 の 現 役 世 代 への ア ピ ー ル に つ いて 回 答 す る 。 セ ンタ ー で

は 子育 て サ ロ ン へ 参 加し ， 関 係 性 を 構 築し て 参 加 者 へ セ ンタ ー を

周 知 し た り ， セ ン タ ーの 紹 介 チ ラ シ を 全戸 配 布 し ， 現 役 世代 へ の

周知に努めている。  

 ２点 目 の セン タ ー の存 在 を 知ら な い 方へ の Ｐ Ｒの 方 法 につ い て ，

昨 年度 に セ ン タ ー の 紹介 パ ン フ レ ッ ト を誰 で も 手 に 取 り やす い 内

容 に改 訂 を 行 い ， 同 時に ホ ー ム ペ ー ジ にも 掲 載 し て い る 。セ ン タ

ー によ っ て は ， Ｌ Ｉ ＮＥ を 使 っ て イ ベ ント を 周 知 す る 等 ， 時 代 に

合 わせ た 取 組 み を 行 って お り ， 今 後 も さら な る 周 知 に 努 めて い き

たい。  

【石山会長】  

 周知 は 継 続 し て 行 って い か な け れ ば なら な い 。 こ の こ とに 関 連

し て， 改 正 育 児 介 護 休業 法 が ４ 月 か ら 施行 さ れ ， 概 ね ４ ０ 歳 を 迎

え た 段 階 で 、 企 業 側 が 当 該 法 令 や 育 児 介護 に 関 す る こ と の 情 報 提

供 を行 う こ と や ， 個 別に 案 件 が 発 生 し た 際 に 相 談 を 受 け る よ う 改

正 され た 。 その な か でセ ン タ ーへ の 情 報提 供 も 盛り 込 ま れて い る 。

市 やセ ン タ ー か ら の 発信 の み な ら ず ， 他方 か ら の 発 信 の 取組 も 始

ま って い る た め ， 協 力し な が ら 認 知 度 を上 げ て い く こ と が出 来 れ

ばよいと考える。  

 ＜決定事項＞  

 事務 局 及 び地 域 包 括支 援 セ ンタ ー か らの 説 明 を踏 ま え ， 令 和 ７ 年

度地域包括支援センターの事業計画として承認を得た。  

(4) 令和７年度地域ケア推進会議について  

   事 務局 及 び 光ケ 丘 地 域包 括 支 援セ ン タ ー よ り 資 料 ４ に 沿 って 説

明した後，質疑応答等を行った。主な内容は次のとおり  

 ＜質疑応答＞  

  【事務局】  

   次の２点について，委員の皆様から御助言をいただきたい。  

 １点 目 ， 社 会 資 源 と地 域 住 民 の マ ッ チン グ を 効 率 的 に 行う 方 策

について。  
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 ２点 目 ， 社 会 資 源 の情 報 集 約 に つ い て， ど の よ う な 情 報が ど の

ように集約されていると使いやすいか。  

【中䑓委員】  

 民生 委 員 と し て サ ロン の 手 伝 い を し てお り ， サ ロ ン で 集ま っ た

際 に 参 加 者 か ら 地 域 住民 の 様 々 な 情 報 を得 る こ と が 出 来 る 。 そ の

情 報を セ ン タ ー 職 員 に伝 え た り ， セ ン ター 職 員 に サ ロ ン に 来 て い

た だ く こ と も あ る 。 今 回 の 生 活 支 援 体 制整 備 モ デ ル 事 業 の 説 明 に

感 銘を 受 け た 。 柏 市 民生 委 員 ・ 児 童 委 員協 議 会 （ 以 下 ， 民児 協 ）

の会長会議の際に，モデル事業の資料を提供いただきたい。  

【事務局】  

 民生 委 員 の 皆 様 に は， 常 日 頃 か ら 御 協力 い た だ い て い ると こ ろ

で ある 。 民 児 協 の 会 長 の 皆 様 が 集 ま る 会議 が 毎 月 開 催 さ れて い る

た め， 当 該 事 業 に つ いて 情 報 共 有 さ せ てい た だ き 、 今 後 も 御 協 力

をお願いしたい。  

【齊藤委員】  

 社会 資 源 と の マ ッ チン グ が 大 変 で あ るこ と は 承 知 し て いる が ，

利 用者 側 も 何を や っ ても ら え るの か が 分か っ て いな い 現 状 が あ る 。

イ ンタ ー ネ ッ ト を 活 用し ， チ ャ ー ト 式 で 何 に 困 っ て い る か ， 何 を

し てほ し い か 及 び 希 望の 地 域 を 選 択 す る と 利 用 者 の 希 望 に 沿 っ た

社 会資 源 の 連 絡 先 に 辿り 着 く よ う に す るシ ス テ ム は い か がか 。 現

状 ， 例 え ば サ ロ ン の 紹介 ペ ー ジ は 団 体 によ り 書 き ぶ り が 異な り 煩

雑 で あ る た め ， 統 一 フォ ー マ ッ ト で 揃 えた ほ う が わ か り やす い 。

何 に困 っ て お り ， ど の社 会 資 源 を 利 用 でき る の か を 明 確 にで き る

と よい 。 利 用 者 の 子 や孫 が 操 作 支 援 す るこ と を 想 定 し ， 若い 世 代

向けに周知を行ってもよいのではないか。  

【石山会長】  

 ２点 目 の 社 会 資 源 の情 報 集 約 に つ い て ， 利 用 者 が 何 を して も ら

い たい の か 、 ど こ の 地域 で 探 し て い る のか 、 そ し て ど の よう な こ

と がで き る の か ， 利 用者 と 社 会 資 源 の 双方 が マ ッ チ ン グ でき る よ

う な形 で の 統 一 フ ォ ーマ ッ ト が 必 要 で ある と の 御 提 案 を いた だ い

た。  

【髙橋委員】  

 社会 資 源 の 情 報 集 約に は 二 つ の 側 面 があ る と 考 え る 。 一つ は 支
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援 者 側 の 情 報 収 集 。 先 ほ ど 齊 藤 委 員 か らお 話 が あ っ た が ，介 護 事

業 者 間 で は カ シ ワ ニ ネッ ト を 使 用 し 多 職種 で 情 報 連 携 を し て い る

が ， 普 段 か ら 活 用 し てい る ツ ー ル に 社 会資 源 の 情 報 を 掲 載す る ペ

ー ジが あ る と 良 い の では な い か 。 現 状 ，社 会 資 源 の 案 内 は 民 間 事

業 所が 紙 ベ ー ス で 直 接事 業 所 に チ ラ シ を 持 参 す る 場 合 も 多く ， 事

業 所内 の 職 員 間 で 紙 で回 覧 す る 等 ア ナ ログ な 情 報 連 携 に なり 情 報

の 届く 速 度 や 周 知 に ばら つ き が 生 じ て いる 。 普 段 使 う デ ジタ ル ツ

ー ルの 中 で す ぐ に 確 認で き る も の が あ ると 情 報 を 探 し や すい 。 セ

ンターとも横のつながりが図れるとよい。  

 一方 で 利 用 者 側 の 情報 収 集 に つ い て も 、 支 援 者 側 と 同 様に 健 康

ア プリ 等 普 段 使 っ て いる ツ ー ル を 活 用 出来 る と 利 便 性 が 高 い の で

はないか。  

【石山会長】  

 支 援 者 側 と 利 用 者 側 と い う 双 方 の 視 点か ら 御 意見 を い ただ い た 。

支 援 者 側 に つ い て は ，日 頃 活 用 し て い るソ フ ト だ と 探 す 際に す ぐ

に アク セ ス が 可 能 ， 紙媒 体 だ と 知 ら な いこ と に つ い て も アピ ー ル

す るこ と で 知 る こ と が 出 来 る と い う 利 点 が あ り ， 双 方 使 って い く

ことがよいのではないかと考える。  

 利用 者 側 に つ い て は 健 康 ア プ リ を 活 用 す る と い う 具 体 的 な 御 提

案をいただいた。  

【事務局】  

 御意 見 を い た だ い た 利 用 者 側 の 情 報 収集 に つ い て 回 答 する 。 今

年 度４ 月 か ら 開 始 し た健 康 ア プ リ 「 ワ ニＦ ｉ ｔ 」 で は ， フレ イ ル

予 防活 動 団 体 一 覧 と いう 検 索 ペ ー ジ を 設け て お り 、 ア プ リ か ら 関

連 する 情 報 サ イ ト に つな が る こ と が で きる 。 地 域 や 活 動 種別 を 選

択 する こ と に よ っ て 、 御 自 身 が 参 加 し たい 団 体 に つ な が るよ う に

な って い る 。 し か し ， ま だ 周 知 が 不 十 分 で あ る た め ， 今 年度 は 周

知に努めていきたい。  

 御意 見 を い た だ い た支 援 者 側 の 情 報 収集 に つ い て 回 答 する 。 カ

シ ワニ ネ ッ ト と い う シス テ ム が あ り ， 多職 種 で 使 用 さ れ てい る た

め ，今 後 、 社 会 資 源 等様 々 な 情 報 を 集 約し て い く に あ た り ， 事 業

所 が使 用 す る 共 有 ツ ール で の 周 知 も 検 討し て い きた い 。 現状 で は ，

行 政や セ ン タ ー 、 各 々 が 自 分 自 身 で 情 報 を 集 め て お り ， 各セ ン タ
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ー で地 域 資 源 マ ッ プ の作 成 を 行 っ て い る 。 そ う し た 作 業 を 今 後 シ

ス テム 化 す る こ と に よっ て 、 誰 で も 同 じ よ う に 情 報 を 取 得で き る

よう一元化をすることで作業の効率化に繋がると考える。  

【光ケ丘地域包括支援センター・神津センター長】  

 現 状 ， 地 域 包 括 支 援セ ン タ ー を 含 め 各居 宅 介 護 支 援 事 業所 等 で

同 様の シ ス テ ム を 使 って い る と は 限 ら ない 状 況 で あ る が ， 将 来 ，

情 報 を 一 元 化 し デ ー タベ ー ス と し て 活 用 で き る 場 合 ， 利 用者 の 多

様 性 に 寄 与 す る と 考 え ら れ る か 。 例 え ばケ ア マ ネ ジ ャ ー の立 場 で

あ れば ， 情 報 の 一 元 化が 実 装 さ れ た 場 合 ， マ ネ ジ メ ン ト の 質 が 上

が ると 考 え ら れ る か 。 会 長 を 含 め 委 員 の 皆 様 の 御 意 見 を お 聞 か せ

いただきたい。  

【齊藤委員】  

 特に 要 支 援 の 方 に 対し て は ， イ ン フ ォー マ ル サ ー ビ ス の紹 介 を

す べき と こ ろ で あ る が， 提 案 し づ ら い ケー ス が あ る 。 ケ アマ ネ ジ

ャ ーも 各 々 ス キ ル が 異な る た め ， イ ン フォ ー マ ル サ ー ビ スの 紹 介

に 至ら ず 介 護 保 険 サ ービ ス の み で 完 結 する こ と も あ る 。 一つ の ツ

ー ルと し て ， イ ン フ ォー マ ル サ ー ビ ス の内 容 が 一 覧 と な った 目 に

見える分かりやすいものがあると活用していけるのではないか。  

【石山会長】  

 実現 に は 幾 つ も ク リア す べ き 課 題 が あり 容 易 で は な い が， 実 現

の ため に は シ ス テ ム の 整 備 と い う 観 点 と 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 の 業

務 とい う 観 点 か ら ど のよ う に 考 え る か ， い わ ゆ る ケ ア プ ラ ン 作 成

の 責任 の 範 囲 を ど の よう に す る か と い う 問 題 が 整 理 さ れ る 必 要 が

あ ると 考 え る 。 シ ス テム の 整 備 に つ い ては 今 の 範 囲 で は 解決 で き

な い。 居 宅 介 護 支 援 事業 所 の 業 務 範 囲 とし て は 、 昨 年 の １ ２ 月 に

社 会 保 障 審 議 会 介 護 保険 部 会 で も 報 告 がな さ れ て お り 、 厚生 労 働

省 で四 半 世 紀 で 初 め て業 務 範 囲 の 整 理 が 行 わ れ た も の と な る 。 そ

ち ら で は 法 定 業 務 と それ 以 外 の 業 務 と いう も の を ４ 類 型 化し て 示

し て い る 。 い わ ゆ る 法 定 業 務 と そ れ 以 外で は あ っ た と し ても 、 や

は りそ の 方 の ニ ー ズ を解 決 し て い く こ とが 重 点 と な る 。 介 護 保 険

外 にも ど こ ま で 責 任 を持 つ の か ， ど こ まで 社 会 資 源 を 探 して い く

の かと い う とこ ろ に 労力 を 実 際に か け てい け る かは 別 で ある た め ，

社 会資 源 が 一 元 化 さ れ紹 介 し て い く こ とが 出 来 ， 利 用 者 の選 択 権
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を 保障 し て いけ る よ うな 形 が 出来 れ ば 素晴 ら し いこ と だ と考 え る 。  

【光ケ丘地域包括支援センター・神津センター長】  

 支援 者 の 質 の 平 準 化や 報 酬 の 低 さ も 課題 と な る が ， 解 決し て い

く こと が 出 来 れ ば ， 素晴 ら し い 取 り 組 みが 出 来 る の で な いか と 期

待している。  

 地域 包 括 支 援 セ ン ター 単 位 で は 実 現 が 困 難 で あ る た め ，機 会 を

捉えて検討していただきたい。  

【事務局】  

 今 後 ， 生 活 支 援 体 制整 備 事 業 を 進 め てい く 上 で 、 高 齢 化が 進 み

対 象者 が 増 加 し て い く中 で の マ ン パ ワ ー の 不 足 に 伴 い ， い か に 効

率的に行っていくかが大きな課題と考える。    

 その た め ， 情 報 の 一元 化 ， Ｉ Ｃ Ｔ を 活用 し 、 業 務 の 効 率化 を 図

っていきたい。  

６   報告事項  

 (1) 介護予防支援及び総合事業に係るケアマネジメント業務の委託

について  

   事務局より資料５に沿って報告を行った。  

 (2) 令和５年度のセンター運営に対する評価結果（全国・県平均と

の比較）  

   事務局より資料６に沿って報告を行った。  

７  傍聴  

  傍聴者  

   ０人  

８  次回開催日程（予定）  

 令和８年２月２６日（木）午後１時３０分から午後３時３０分まで  


